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▶9月1日に医学書院を会場にアクティブ・ブック・
ダイアローグ（ABD）という手法を用いた対話型
読書会を開催しました。課題図書は『看護管理者
のための組織変革の航海術─個人と組織の成長
をうながすポジティブなリーダーシップ』。ファシリテー
ターを同書の著者，市瀬博基先生にお願いしまし
た。▶メンバーの自律性や気づきを促しながら，組
織変革を進めていく。その組織学習的な取り組み
に必要なリーダーシップについて，書籍の分読＆リ
レープレゼンとその後の対話で深めていただきまし
た。著者との読書会という機会を参加者の皆さま
に楽しんでいただけたようで，にっこり笑顔でお帰り
になられたのが印象的でした。▶あらかじめ本を読
まなくても参加できるのがABDの特色で，ご多忙
な看護管理者の皆さまにぴったりの手法です。本を
媒介に，お互いの看護観やマネジメント観を交わし
合うことができそうです。ご興味のある方は，編集室
にご一報ください。� （小齋）

▶今月の特集は「『働きがい』のある組織」につ
いて，撫養氏らによる研究で明らかになった職務満
足を構成する6つの概念から解説しています。仕事
に対するやりがいはどのような時に感じるのか，どの
ような支援があれば人は持っている力を発揮できる
のか，働く環境が整っていてもモチベーションが上
がらないのはなぜか，などさまざま疑問に対して，理
論や研究結果などから示唆が得られる内容になっ
ています。個人的にも腑に落ちる解説が多く，仕事
に向き合う姿勢を考える機会になりました。▶8月に
第22回日本看護管理学会学術集会に参加しまし
た。これまでお世話になった方，初めてお声かけさ
せていただいた方など，多くの方と顔を合わせてお
話しする機会に恵まれました。ご縁に感謝するととも
に，今後の企画をする上で，とても前向きな時間に
なりました。誌面づくりにいかしていけたらと思います。
� （石塚）
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これからの入退院支援・在宅移行支援
2018 年度の診療報酬改定では「入退院支援」が改定項目のトップに掲げられ，急性期病院
には，これまで以上の取り組みの推進が求められています。� �
本特集では，この領域の第一人者である宇都宮宏子氏をゲストエディターに迎え，入退院支
援・在宅移行支援の取り組みを大きく前に進めるための考え方と実践を紹介します。� �
特に，地域包括ケアシステムの医療・介護・福祉の連携の中でその方に必要な看護・ケア・
支援をつなぎ切れ目なく提供する 「ケアプロセスマネジメント」と，最後までその人らしく生ききる
ことを支える 「意思決定支援」を重視したこれからの入退院支援・在宅移行支援について考
察します。

PART1  これからの入退院支援
【総論・解説】これからの入退院支援・在宅移行支援◉宇都宮宏子
【解説】2018年「診療報酬・介護報酬同時改定」における入退院支援への評価
◉本誌編集室
PART2  本人・家族の意思に基づく入退院支援
【解説】「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」の改訂
◉猿渡央子
地域包括ケア時代に求められる意思決定支援とは◉西川満則
【座談会】ACP研究会の活動の成果─時間軸による事例検討が地域にもたらす意義
◉任 和子，土井たかし，田中美樹，空閑みゆき，宇都宮宏子
PART3  患者像・疾患別の入退院支援・在宅移行支援─ケアをつなぎ，意思決定を支える
◉�宇都宮宏子／皮居敬子，田中奈緒子，玉田田夜子／�
平山さおり／力石 泉／益子郁子／井上美佳
PART4  実践報告：これからの入退院支援・在宅移行支援に必要な機能とマネジメント
◉�玉上淳子／山内悦子／上村睦美／久米淳子／中村真由美／奥田悦子
PART5  総括と提言
【座談会】2025年に向けた地域包括ケアの展望と看護への期待
◉迫井正深，柳澤美津代，宇都宮宏子

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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